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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】電子カメラで記録した風景の画像又はフィルム
において背景と前景とを区別し、さらに、前景は維持し
たまま、風景の記録された画像又はフィルムにおいて背
景を置き換える方法を提供する。
【解決手段】背景と前景の間に、少なくとも１つの可視
スペクトル範囲又は相互に離間した少なくとも２つの可
視スペクトル範囲から選択された色のみを放射するカラ
ーフィルター９を配置する。背景から発する光のカラー
フィルタ９を通過したスペクトルの範囲を、カラーフィ
ルタ８が除去又は抑制し、その他の範囲の可視スペクト
ルを抑制せずに通過させる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子カメラで記録した画像において風景の背景と前景とを区別する方法であって、
　前記背景は、前記背景を直接見る人物にとって画像が可視であるようなコーディングに
よってコード化した任意の画像を示し、
　前記背景は、前記カメラの画像を記録する画像センサの生成する信号において、前記コ
ーディングによってコード化されていない前記前景と区別され、
　前記コーディングは、少なくとも１つの可視スペクトル範囲又は相互に離間した少なく
とも２つの可視スペクトル範囲から選択された色でのみ、前記背景が前記画像を表示する
ことを含み、前記背景から発する光が、前記画像センサに衝突する前に、カラーフィルタ
又は干渉フィルタを通過し、前記カラーフィルタがこれらの範囲の可視スペクトルを除去
又は抑制し、その他の範囲の可視スペクトルは抑制せずに通過させる、方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子カメラによって記録された風景の画像又はフィルムにおける背景と前景と
を区別する方法に関する。さらに本発明は、前景を維持しながら、記録された風景の画像
又はフィルムにおいて背景を置き換える方法に関する。
【０００２】
　実景では前後に立っていて互いを隠している物体又は人物をカメラで記録したものにお
いて、これらの物体又は人物を分離するには、最新の技術では様々な方法がある。最も広
く使用されている方法は長い間使用されてきたクロマキーで、この方法では実景における
背景は前景の物体にはない明確な色を有する。記録画像の簡単な色分析によって、この背
景を検出し前景から分離することができる。この方法では、実景の背景が明確な色で示さ
れている必要があり、多くの場合では実施することができず不都合である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、電子カメラで記録した風景の画像又はフィルムにおける背景と前景と
を区別して、背景と前景のデザインが自由にできるようにする方法を示すことである。さ
らに、本発明の目的は風景の画像又はフィルムにおいて背景を置き換え、背景と前景を自
由にデザインできる方法を示すことである。
【０００４】
　この目的は、請求項１に記載する電子カメラによって記録した風景の画像において背景
と前景とを区別する方法、請求項２８に記載する風景の画像において背景を置き換える方
法、及び請求項２９に記載する電光表示システムによって達成される。従属請求項は、本
発明による方法の有利な発展形を示す。
【０００５】
　本発明によれば、電子カメラによって記録した風景の画像において背景と前景を互いに
区別することのできる方法が提供される。カメラから遠い風景の部分は背景とみなし、カ
メラに近い風景の部分を前景とする。風景は背景と前景の物体全体である。画像について
いえば、画像は静止画像、又は好ましくはフィルムのコマとすることができる。背景も前
景も画像を完全に埋める必要はなく、画像中に部分的にのみ現れても、全く現れなくても
よい。また、本発明による方法を画像の部分的な領域に使用してもよい。よって、例えば
スポーツイベントを記録する際に、ピッチ周囲の広告を、その前に立っているプレーヤか
ら区別することができる。一般に、前景はカメラの視点から所定の領域において背景を覆
うものであるとする。
【０００６】
　本発明による方法は、電子カメラ、すなわち例えばＣＣＤ又はＣＭＯＳ画像センサ付き
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のカメラで記録した風景の静止画及びフィルムの両方において実施することができる。原
則として、本方法は、アナログ電気カメラで記録した画像信号に基づいて実施することも
できるが、デジタルカメラによる実施が好ましい。
【０００７】
　本発明によれば、背景は任意の画像を表示することができる。例えば、背景は複数の色
及び／又は複数の輝度段階を有する画像であり得る。特に、モノクロで輝度の均一な面は
、本明細書でいう画像と理解しないことが好ましい。
【０００８】
　風景を直接見る人に対して画像の可視状態を維持する、或いは風景を見る人に対して完
全に不可視状態とさえするコーディングを用いて、背景の画像を示す。風景を直接見る人
物に対して可視のコーディングされた画像とは、少なくとも人がその位置で風景を直接見
ていて、画像の内容を認識できる程度に背景から離れている場合に、可視状態がもたらさ
れることを意味する。従って画像のコーディングは、十分に距離がある状態でも構造化を
行わずに見る人が画像を認識する程度に鮮明である場合に画像又は背景を構造化すること
によって、かく乱効果を生む又は認識可能とすることを含むことができる。
【０００９】
　背景とコーディングを有すると共に、背景の前に前景が位置する風景の画像又はフィル
ムを、電子カメラで記録する。風景の画像を記録するカメラの画像センサは、信号を生成
する。この信号において、コーディングによって背景を前景と区別する。背景がコーディ
ングを有するのに対し、前景はコーディングを有さないことを利用する。
【００１０】
　その後の表示又は更なる処理や送信のために風景の画像又はフィルムを記録する画像セ
ンサの信号において、前景と背景の区別を行うため、本発明の方法は、画像センサを１つ
のみ有するカメラ、即ち、複数の画像センサを要することなく画像を記録するカメラで実
施可能である。好ましくは、本発明の方法はまさに１つの画像センサで実行される。本発
明によれば、必要であるのはこの１つの画像センサのまさに１つの画像信号のみである。
【００１１】
　一部の実施形態では、コーディングによって背景を認識するために、カメラあるいは画
像センサによって記録される画像を適切に修正することが必要となる場合がある。風景の
記録画像を修正して記憶、更なる処理、又は送信を行う場合には、最終的に生成された画
像中の少なくとも前景については、未修正画像のように処理を施していない状態に見える
よう、画像を記録する直前にその修正を取り消すことが好ましい。
【００１２】
　本発明の有利な実施形態では、画像又は背景のコーディングは、背景が周期的に入れ替
わる画像の異なる成分を表示することを含み、１つの周期における成分それぞれが完全な
画像を構成する。周期の持続期間、すなわち画像の成分全てが一度示される時間の長さは
、風景を直接見る人が完全な画像を見ることができる程度に短い時間となるよう選択され
る。好ましくは例えばクロマキー等の色に基づいたキーイングであるキーイング方法によ
って、前景と背景とを区別できるように選択した画像の成分を１つのみカメラが常に記録
するように、成分の表示とカメラの露出時間を同期させる。分割した画像の成分の数をｍ
とし、カメラが１周期毎に正確に１つの成分を記録した場合、有利には成分が示される際
に変更される周波数はカメラの露出周波数のｍ倍となる。
【００１３】
　このような成分を示す過程において、画像の表示に影響を与える少なくとも１つの撮像
パラメータを１周期の間に変更することができる。撮像パラメータによって、例えば個々
の画素、画素グループ（パターン）、若しくは完全な画像のカラーチャネル、コントラス
ト、輝度、及び／又は彩度を調整するのに適した重みづけ係数若しくは倍率の値、又はそ
れら値のグループが理解できる。
【００１４】
　キーイングのために、カメラの露出の間に記録された背景の成分は、背景を前景と区別



(4) JP 2016-154338 A 2016.8.25

10

20

30

40

50

可能にするマスクを提供する。従って、例えば露出された成分は、増幅した背景の画像の
特定の色成分を表示することができ、この色成分はもっぱら前景には存在しないか或いは
存在してもわずかとなるように選択されることが好ましい。この場合、前景は例えば色に
基づくキーイング、特にクロマキーによって、背景と区別することができる。
【００１５】
　本発明によれば、背景を前景と区別できるマスクの生成を可能とするいかなる方法も、
本発明の全ての実施形態におけるキーイング処理と解釈することを意図している。一般に
「キーイング」とは、画像又は映像の成分を検出する処理を表わす。これらの成分は認識
又はフィルタリングされ（画像分析）、その他の画像ソースで置き換えることができる（
画像合成）。画像分析では、画像中の特定の特徴又はコーディングを検出し、そこから画
像成分に対応するマスクを生成する。マスクは画像合成においてテンプレートとして作用
することができる。特徴又はコーディングに基づいたマスクの計算を必ずしも完全に行う
必要はなく、更なる処理によって補完してもよい。更なる処理としては、例えばオプティ
カルフロー、色、エッジ等による画像分割、又はヒューリスティクス（即ち、シーン中の
物体に関する仮定）等の画像分析処理がある。詳細には、カメラのトラッキングから情報
を得ることができ、この情報をもとにシーンにおけるカメラの視野角を把握することによ
って、背景の位置及びサイズ、又は前景の位置及びサイズをも事前に決定することができ
る。
【００１６】
　従って一般的には、背景にはない又はわずかしかない特性をコーディングとして背景に
追加することにより、この特性に基づいたマスクにおいて背景を前景と区別することがで
きる。
【００１７】
　上記実施形態では、露出に用いる成分によって、キーイングに用いられるマスクが利用
可能となる。１周期のうちのその他の１つ又は複数の成分が画像を完全なものとすること
で、風景を直接見る人物に対して完全な画像が形成される。これらその他の成分を示す間
は、カメラは好適には記録を行わない。
【００１８】
　例えば、露出中に示される成分が、増幅又は減少された画像の特定の色成分を表示する
ことで、この色成分によって前景を背景と区別することができる。前景がこの色成分を減
少した状態で示す場合には、露出される成分はこの色成分を増大させた状態で示し、前景
がこの色成分を増大させた状態で示す場合には、露出される成分はこの色成分を減少した
状態で示す。１周期において背景が示す成分またはその他の成分は、対応して減少又は増
大した補完関係にある色成分を示すことができるため、風景を直接見る人物は画像の実際
の色を把握することができる。
【００１９】
　本発明の有利な実施形態では、背景の画像をそれぞれちょうど２つの成分に分割して、
これらを特定の周波数で交互に示すようにすることができる。カメラはこの入れ替えの周
波数の半分に同期して記録を行うことができる。従って、カメラの１つのサイクルの間に
常に画像の２つの成分が示される。よって、示される成分を変更する周波数はカメラの露
出周波数の２倍である。
【００２０】
　例えば上記実施形態の別の形態では、色を３つの成分に分けて、露出を３分の１のみで
行うようにすることもできる。従ってカメラは３つの成分のうちの１つのみを露出する。
この場合には、成分を変更する周波数はカメラの露出周波数の３倍となるよう選択される
ことになる。
【００２１】
　本発明による方法の更なる実施形態では、画像又は背景のコーディングは、背景が経時
的に入れ替わるパターンを表示することを含み、これらパターンは１周期内で互いに補完
し合うことで完全な画像を形成する。この周期的に入れ替わるパターンによって、画像セ
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ンサの信号において背景を前景と区別することができる。
【００２２】
　本発明の有利な実施形態では、例えばフーリエ変換及び／又はフーリエフィルタリング
に基づくパターン検出を、画像センサの信号において実行することができる。従って、パ
ターンが交互に示される周波数によって背景を前景と区別することができる。フーリエ変
換では、背景領域は前景が示さない入れ替わり周波数の成分を示す。
【００２３】
　有利には、背景が示すパターンは画像センサの走査方向において周期性があり、詳細に
は例えばチェス盤パターンであり得る。パターンの個々の領域、すなわち例えばチェス盤
の個々の正方形は、様々な色成分同士のように明領域と暗領域との間を振動することがで
きる。
【００２４】
　振動するパターンを生成するために、とりわけ背景を自己発光型のもの、例えばＬＥＤ
ディスプレイとしてもよく、又は、パターンに対応する制御可能なフィルタを背景の画像
の前に配置して、このフィルタで周期的に画像の異なる部分を交互にブロックするように
してもよい。
【００２５】
　チェス盤パターンの場合には、振動パターンはチェス盤パターンとその逆のチェス盤パ
ターンで交互に示すことができる。
【００２６】
　好ましくは、パターンはバイナリパターン、すなわち２つの状態を正確に切り替えるも
のである。一方の状態では、パターンの所与の領域は画像の光を完全に通す、即ち最大輝
度で照射し、他方の状態では、画像の光を抑制する、即ち低下した輝度で照射する。抑制
は、完全に抑制する、即ち完全に暗くすることとしてもよい。
【００２７】
　本発明の更なる実施形態では、画像又は背景のコーディングは背景上の色付きドットの
形態でグリッド状に表された画像を含み得る。色付きドットはそれらを囲む背景と共に、
色付きドットの位置における画像の色を構成する。よって、画像の背景を黒として、色付
きドットの色によって画像の色を正確に得るようにすることも可能である。
【００２８】
　カラーフィルタを画像センサの前又はカメラの前に配置して、このカラーフィルタで色
付きドットの色を正確に抑制或いは除去し、背景の色を抑制せずに通過させる。実際には
背景は完全には黒でないため、カラーフィルタは、背景が黒であっても、色付きドットの
色ではないそれらの色を抑制することなく通過させる。
【００２９】
　画像センサによって記録された画像において、画像の背景の色はフィルタリングの結果
、色付きドットの色に対して増大された状態となる。ここで本発明のすべての色に基づく
実施形態のように、前景には存在しない又はわずかしか存在しない色が背景に選択された
場合、色に基づくキーイングによって前景と背景を区別することができる。色付きドット
の色を除く風景の色全てが、カラーフィルタを通る色で構成されることができるように、
カラーフィルタを選択してもよい。
【００３０】
　最終的に生成された画像において色ずれを起こすことなく前景を表示するために、画像
センサの前に置いたカラーフィルタの効果を算出することができる。
【００３１】
　特に好適な実施形態では、画像センサの前のカラーフィルタを、可視範囲全体に分布し
た可視スペクトルの特定範囲を除去するスペクトルフィルタ、詳細には干渉フィルタとし
てもよい。色付きドットそれぞれの前に、カメラの前に置いたフィルタと補完関係にある
スペクトルフィルタ又は干渉フィルタを配置し、この干渉フィルタが、可視スペクトル上
に均一に分布する色を通過させ、その結果、これらから画像の表示に必要な全ての色を表
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示することができる。色付きドットのカラーフィルタとカメラのカラーフィルタが補完関
係にあるということは、それらフィルタが可視範囲内で通過させる可視スペクトルの範囲
が、実質的に重複しない異なる範囲であることを意味する。干渉フィルタの代わりに、例
えばノッチフィルタを使用してもよい。
【００３２】
　色付きドットのために、背景はグリッド状の画像を表す。グリッドの解像度は、風景を
観る人が特定の距離から画像を認識できるよう選択することが好ましい。
【００３３】
　背景の色付きドットは、反射型又は自己発光型であるよう構成してもよい。自己発光型
の色付きドットは、例えば電球又は発光ダイオード（ＬＥＤ）によって生成することがで
きる。発光ダイオードはまさにモノクロの光で実現することができるため、背景の色付き
ドットを発光ダイオードで構成し、画像センサ又はカメラ前の例えば干渉フィルタ等のフ
ィルタによって、発光ダイオードの出す周波数を正確に除去する又は抑制させるようにし
てもよい。発光ダイオードの出さない周波数を、カメラ前のフィルタが抑制することなく
通過させる場合、画像の背景と前景もこれらの色で表示することができる。
【００３４】
　本発明の更なる実施形態では、画像のコーディングは、少なくとも１つの可視スペクト
ル範囲、好適にはスペクトルにおいて互いに離間した少なくとも２つの可視スペクトル範
囲から選択した色のみを背景が放射又は反射することを含むことができる。ここでは、風
景から発する光が画像センサに衝突する前に通るカラーフィルタを、画像センサ又はカメ
ラの前に配置する。前記カラーフィルタは、画像の色を選択した範囲の可視スペクトルに
ついては抑制するが、これらの範囲同士間の範囲の可視スペクトルについては抑制するこ
となく通過させるよう選択する。このようにして、背景は抑制された又は暗い状態で画像
センサ上に表わされるのに対し、前景はカラーフィルタを通過した色を含む状態で現れる
。除去するスペクトル範囲又はフィルタを通過させるスペクトル範囲を適切に選択すれば
、前景の全ての色を表示することができる。詳細には、フィルタを通過する範囲の選択は
、前景に生じる色に適応したものとしてよい。
【００３５】
　画像センサで記録した画像では、抑制した領域へのキーイングによって、前景が背景と
区別される。従ってこの場合、抑制によってキーイングマスクが生成される。画像センサ
前のフィルタによる抑制が完全ではない場合、必要であれば、抑制された領域、詳細には
前景を、最終の画像を表示するために計算によって再構成することができる。
【００３６】
　有利には、背景のコーディングは、この場合には対応するカラーフィルタ、すなわち例
えば干渉フィルタを、背景の前でかつ前景の後方、即ち背景と前景の間に配置することに
よって達成することができる。このように、背景から発する光がこのカラーフィルタを通
過することにより、背景からは、本質的には背景と前景との間に配置したフィルタによっ
て取り出された光のみがカメラの前のカラーフィルタに衝突する。カメラ前のフィルタに
よって除去又は抑制されない色成分は、前景のみから出たものである。
【００３７】
　本発明の更に可能な実施形態では、背景のコーディングは、背景の発する少なくとも１
つの不可視スペクトル範囲の電磁放射を含み得る。この場合、画像センサ前又はカメラ前
に変換装置を配置することができる。該変換装置は、画像センサに実質的に平行、かつ／
又はカメラの入光面に平行に配した表面を有する平面形状を有することができる。
【００３８】
　変換装置は一方で、可視光線が障害なく装置を通過することができる領域を有する。他
の領域では、変換装置は不可視放射を可視光に変換し、背景から発する光のビーム路に変
換した光を含ませる要素を有する。例えばカメラレンズシステムのビーム路に光変換要素
を含む１つ以上の適切なレンズを備えることによって、変換光をビーム路に含ませるよう
にして、それが背景の一部としてカメラに現れるようにすることができる。有利には、こ
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のタイプのレンズを個別に各光変換要素に割り当てる。
【００３９】
　好ましくは、変換要素は変換装置の表面にグリッド状に配置する。従って、変換要素は
変換装置の表面上に等間隔で存在することになる。可視光は変換要素同士の間で変換装置
を通過することができる。
【００４０】
　不可視の電磁放射線はＵＶ放射又は赤外放射であり得る。
【００４１】
　画像センサによって記録された画像において、変換装置はマスクを生成し、これによっ
て背景はキーイング処理を通して、対応する不可視放射を発しない又は発してもその程度
が低い前景と区別される。有利には、変換装置は不可視光を、前景にはない又はあっても
わずかである色に変換する。
【００４２】
　蛍光性又はリン光性材料のドットを光変換要素としてもよい。そして、好ましくはカメ
ラのビーム路において対応するドットを背景に統合する装置を、各ドットに設ける。蛍光
性又はリン光性材料による光の変換は、特定の色の無向性可視光を生成する。従って、後
に配置してフィルタに一体化されるレンズを使用して、この散光を光路に対応するよう束
ねることが好ましい。補助的に、レンズの機能を補完する障壁もフィルタにおいて用いて
もよい。例えば散光の一部がビーム路を横断するように延在するために、レンズによる方
向付けの結果としてカメラのビーム路において束ねることができない場合、障壁によりこ
の散光の一部を吸収又は反射させることができる。障壁はビーム路に逆らう散光に対して
半反射性としてもよい（即ち、入射する不可視電磁放射は通過させるのに対して、材料に
よって変換された散光は逆方向に反射して再びビーム路に戻すようにする）。
【００４３】
　本発明の更に可能な実施形態では、画像のコーディングは、背景又は画像が１つの特定
の偏光方向又は回転偏光方向のみに偏向された光を放射及び／又は反射することを含み得
る。ここでは直線偏光又は回転偏光を使用できる。カラーフィルタと偏光フィルタをカメ
ラ前又は画像センサ前に配置して、風景から発する光が画像センサにあたる前にこれらフ
ィルタを通過するようにする。好ましくは、風景から発する光がまずカラーフィルタを通
り、その後画像センサにあたる前に偏向フィルタを通るように、カラーフィルタを偏光フ
ィルタの前に配置する。カラーフィルタが１つの色成分を抑制、増大、又は増幅すること
ができるのが好ましい。
【００４４】
　画像センサの前の偏光フィルタは、画像によって放射あるいは反射された偏光を除去す
るように配向される。その結果、画像センサの生成した画像中の暗画像成分にキーイング
を行うことによって、背景を前景と区別することができる。カラーフィルタのカラートー
ンを有さない暗画像成分は、キーイングのためのマスクとして作用する。
【００４５】
　カラーフィルタが好ましくは対応する色成分を抑制するのみであって、完全には除去し
ないことを言及しておく。これによって、偏光フィルタが背景の偏向された光を除去した
結果生成される黒色領域は、前景に黒色領域がある場合でも、前景が有する黒色領域はカ
ラーフィルタのカラートーンを有する、より明るめの黒であることから、区別されること
ができる。自然の風景において記録される黒は、完全に黒ではなく暗いグレーである。ま
た、カラーフィルタにより、物体は、知覚はできないが測定可能なカラートーンを得る。
しかし、偏光フィルタによって減少される光は、色とは無関係に最も広範囲に吸収される
。
【００４６】
　本発明の更に可能な実施形態では、画像又は背景のコーディングは、背景の発するＵＶ
又は赤外線等の少なくとも１つの不可視スペクトル範囲の電磁放射を含む。この場合、風
景から発する光が画像センサにあたる前に通過する変換装置を、画像センサの前に配置す
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る。この変換装置は風景から発する不可視電磁放射を可視光に変換し、この可視光をカメ
ラの視点からの風景に混合する。
【００４７】
　有利には、変換装置は、光が画像センサに衝突する前に通過するビームスプリッタを備
え、このビームスプリッタは不可視放射を少なくとも部分的に変換装置の方へ偏向し、変
換装置は不可視放射を検出して、背景に正確に対応する可視光の対応するパターンを生成
する。この可視光を、例えば半透過性ミラーによってビーム路に混合して画像センサ方向
に送るため、画像センサは半透過性ミラーとビームスプリッタを介した風景を見ることに
なる。
【００４８】
　よって本実施形態では、まずビームスプリッタによって不可視放射を少なくとも部分的
にビーム路を外れるように偏向し、半透過性ミラーによって背景に対応する画像を混合す
る。
【００４９】
　変換装置が画像センサと結像レンズシステムを備え、結像レンズシステムを介して不可
視放射から背景の画像が画像センサ上に生成されるようにしてもよい。変換装置は、例え
ば上述のようにカメラのビーム路に画像を混合させる画像表示によって、対応する可視放
射を生成することができる。混合された表示の画像は、カメラの画像センサによって生成
される画像の背景領域において追加的なカラートーン又はパターンを形成する。その後の
キーイングによってマスクが生成され、これにより背景を前景と区別することができる。
【００５０】
　すべての実施形態において、カメラ又は画像センサの前に要素を配置するということは
、画像センサと風景の前景との間に要素を配置することを意味する。よって、カメラレン
ズシステムの前、カメラレンズシステム中、又はカメラレンズシステムと画像センサとの
間に要素を配置することができる。背景の前にフィルタを配置してもよいとは、画像又は
背景と前景との間にフィルタを配置するということである。
【００５１】
　背景又は背景の画像の成分を周期的に入れ替えて示す本発明の全ての実施形態では、入
れ替える周波数は、知覚できる最大の入れ替え周波数である２５ヘルツより高いことが好
ましく、これを超える周波数であれば、入れ替わり示される成分は、画像を見る人によっ
て、これら成分から構成される１つの画像として認識される。入れ替えの周波数は、好ま
しくは５０ヘルツ以上である。
【００５２】
　以下本発明を、幾つかの図面を参照して例を用いて説明する。同一又は対応する特徴に
は同一の参考番号を付す。これらの例で示す特徴は、多様な実施例において組み合わせて
もよく、また具体例とは関係なく特徴を生み出してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の第１実施形態の発明による方法を実施するための一構成を示す図である
。
【図２】本発明の第２実施形態の発明による方法を実施するための一構成を示す図である
。
【図３】本発明の第３実施形態の発明による方法を実施するための一構成を示す図である
。
【図４】本発明の第４実施形態の発明による方法を実施するための一構成を示す図である
。
【図５】本発明の第５実施形態の発明による方法を実施するための一構成を示す図である
。
【図６】本発明の第６実施形態の発明による方法を実施するための一構成を示す図である
。
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【図７】本発明の第７実施形態の発明による方法を実施するための一構成を示す図である
。
【図８】相互補完関係にある２つの干渉フィルタの２つのスペクトルを概略的に示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００５４】
　図１は、本発明の第１実施形態による発明の方法を実施するための装置を示す。前景２
と背景３を有する風景をカメラ１で撮影する。カメラ１は画像センサ（図示せず）を有し
、画像センサは画像分析及び／又は画像処理装置５に送信される画像信号４を生成する。
例えば、カメラ１は結像レンズシステム１ａと、内部に画像センサを配置したカメラハウ
ジング１ｂとを有することができる。
【００５５】
　前景２は、ここに示す例では単純な立方形である。ただしすべての実施形態において、
本発明による方法は、任意の前景２、特に例えばスポーツイベントの競技者に対して実施
することができる。同様に、背景３についても、本発明を実施するのに必要なコーディン
グを行うことができれば、どのような種類のものでもよい。例えば背景は、スタジオの背
景やスタジアムにおけるピッチ周りの広告であり得る。
【００５６】
　図１に示す例では、背景３は画像を示す。各周期において周期的に入れ替わり完全な画
像を構成する、画像の異なる成分が表されている。時間ｔ１、ｔ２、ｔ３・・・、ｔ８、
・・・における画像の成分の表示は、カメラの露出と同期されていて、カメラは少なくと
も１つの周期において、好ましくは各周期ごとに、キーイングによって画像信号中の前景
と背景とを区別できるように選択された成分ｔ１、ｔ３、ｔ５・・・のうちの特定の１つ
のみを記録する。キーイングは、例えば色に基づくキーイング、好ましくはクロマキーと
することができる。そして、分析装置５がカメラ１の画像センサによって記録された画像
４の背景と前景を区別する。
【００５７】
　ここに示す例では、背景の画像を例えば２つの画像に分割することができ、第１の画像
は背景の元の画像から色成分を任意に減少させたものとし、第２の画像はこの補色を有す
るものとすることで、両方の画像を組み合わせた際に元の画像が生成されるようにする。
両画像は、見る人がそれらを個別に認識することができないような高い周波数（例えば１
００ヘルツ）で交互に示すことができる。記録するカメラ１は、その半分の周波数（例え
ば５０ヘルツ）で短い露出時間（例えば１／１００秒）で同期的に動作できるので、２つ
の画像のうち選択された色成分を有する第１の画像のみが記録される。この方法はまた、
反射する背景によって受動的に得ることもできる。このために、作動可能なＬＣＤカラー
フィルタを背景の前に配置して、画像の対応する要素それぞれがこのフィルタを通過する
ようにしてもよい。背景が自己発光型（例えばＬＥＤディスプレイ）である能動的なケー
スでは、特に画像の成分を相応に示すよう背景を作動させることができる。
【００５８】
　図２は、本発明による方法を実施するためのさらに有利な構成を示す。コーディングに
対する背景は周期的に入れ替わるパターンを示し、これらパターンは１周期内で相互に補
完し合って完全な画像を形成する。従って１周期のパターン全てを併せて見れば、完全な
画像が生成される。
【００５９】
　背景３と前景２を含む風景をカメラ１の画像センサで記録し、画像信号４を分析装置５
で分析する。画像センサによって記録された画像では、背景３は周期的に入れ替わるパタ
ーンによって、前景２と区別することができる。このために、例えば画像センサの信号４
においてフーリエ変換を実行し、パターンを交互に表示する周波数によって背景３を前景
２と区別することができる。画像センサは例えばラインで走査を行い、走査信号において
直接分析を実行することができる。周期的に入れ替わるパターンは、背景がどこで撮像さ



(10) JP 2016-154338 A 2016.8.25

10

20

30

40

50

れてもフーリエ変換において入れ替わる周波数の周波数成分を生成する。
【００６０】
　分析は連続した画像の分析によって経時的に且つ１つの画像内で行うことができる。よ
って、カメラ１の画像分析における対応するパターンを得ることができる。カメラトラッ
キングからの情報によって分析を補助することができる。例えばカメラトラッキングから
の情報を、パターンサイズの決定に役立てるようにしてもよい。
【００６１】
　様々なパターンが可能である。ここに示すケースでは、背景３は、黒の正方形と、対応
する正方形の位置における画像の切り抜きを示す正方形とが交互するチェス盤パターンを
示す。このチェス盤パターンと、黒の正方形と画像を示す正方形が実際のチェス盤パター
ンに対して入れ替わった、補完関係にあるチェス盤パターンが交互に示される。
【００６２】
　振動数は、画像を見る人がそれを認識できない程度に高く（例えば５０ヘルツ）なるよ
う選択する。この周波数をカメラの撮像周波数に合わせてもよい。
【００６３】
　背景のパターンは、例えばＬＣＤフィルタのような作動可能なフィルタによって受動的
に生成してもよい。また、例えばＬＥＤディスプレイのように自己発光型の背景として能
動的に構成してもよい。
【００６４】
　図３は、本発明による方法を実施する更に可能な構成を示す。コーディングのために、
ここでは背景７上の色付きドット６によって画像を示している。背景７上の色付きドット
６は、グリッド状に配置されるのが好ましい。各色付きドット６はそれを囲む背景と共に
、対応する位置における画像の色を表わす。背景を黒として、完全に色付きドットが画像
の色に寄与するようにしてもよい。カメラ１の画像センサの前、好適にはカメラ１のレン
ズ１ａの前にカラーフィルタ８を配置し、このカラーフィルタによって、色付きドットか
ら放射される色を正確に抑制又は除去する。好適には、背景３の背景７の色は、前景２に
はない又はあってもわずかである色とするよう選択する。カメラ１の画像センサの生成す
る画像信号４において、背景７のカラートーンへのキーイングを行うことによって、分析
装置５において前景２を背景３と区別することができる。従って、背景７は、キーイング
を行うためのマスクを生成するために分析される色（又はパターン）を形成する。
【００６５】
　特定の最小距離で画像を直接見る人にとってグリッドがグリッド状に見えないように、
ドットを配置することが好ましい。この最小距離は、風景自体を見る人の通常の位置、ス
タジアムのピッチ周囲の広告の場合には、例えばピッチ周囲の広告から最も近い座席の距
離とすることができる。色付きドット６を相互にわずかに離間した状態で特定色又は黒の
背景７上にグリッド状に配置すれば、これを見る人からは実際の画像が見えることになる
。さらに、特定の最小距離だけ離れた位置に置いたカメラがグリッドを検知できない程度
に細かいものとなるよう、グリッドを選択すべきである。カメラと見る人の両方にとって
、背景に対する対応する距離から受ける印象が所望の色となる。
【００６６】
　色付きドットは、光の可視範囲から特定の波長のみを放射し、これを画像センサの前に
配置したカラーフィルタ８が正確に除去することで、画像センサ上には本質的に背景の色
のみが残ることになる。
【００６７】
　干渉フィルタを用いた方法を実行することは特に好適であり、これについては図３に示
すと共に図８を参照して後にさらに詳細に説明する。可視スペクトルの周波数の一部のみ
を通過させる干渉フィルタを、各色付きドット６の前に配置する。通過する部分は、画像
の色を構成することができるように可視スペクトルにわたって分布し相互に離間した複数
の領域を有することが好ましい。カラーフィルタ８は、色付きドット６の前のカラーフィ
ルタと補完関係にある干渉フィルタであり、この干渉フィルタは、抑制されることなく色
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付きドット６の前のカラーフィルタを通り抜けた色を正確に除去又は抑制するものである
。色付きドット６は、例えば電球又はＬＥＤ等の自己発光型であることが好ましい。
【００６８】
　図４は、本発明による方法を実施する更に可能な実施形態を示す。背景３と前景２の間
に、少なくとも１つの可視光範囲、好適にはスペクトル中で互いに離間した２つの可視光
範囲から選択された色のみを放射するカラーフィルタ９を配置する。カメラ１の画像セン
サ又はレンズシステム１ａの前には、風景から発する光が画像センサに至る途中で通過す
る更なるカラーフィルタ８を配置する。このカラーフィルタ８は、カラーフィルタ９を通
過したスペクトルの範囲を正確に除去又は抑制する。その結果、画像センサにおいて、詳
細にはカラーフィルタ８を通過した周波数範囲の光を放射する前景２に対して、背景は色
を抑えた状態又は黒となって現れる。従って、この暗領域は画像センサの画像信号４にお
いてマスクを形成し、このマスクを用いて暗領域及び背景へのキーイングを実行すること
ができる。このようにして、画像分析装置５は背景３を前景２と区別することができる。
【００６９】
　本実施形態では、フィルタ８及び９は互いに補完関係にある、即ち可視スペクトルの異
なる範囲、好適には重複しない範囲を透過する干渉フィルタであることが好ましい。
【００７０】
　背景３それ自体がフィルタ８によって除去される特定の周波数範囲の光のみを放射する
場合には、カラーフィルタ９を省いてもよい。かかる自己発光型の背景は、例えば所定の
スペクトルを放射するＬＥＤを用いて生成することができる。この場合、カラーフィルタ
８は、ＬＥＤの放射する周波数を正確に抑制又は除去するよう構成する。
【００７１】
　フィルタ９は、それを通る可視スペクトルの色領域が、背景に生じる色を表示するのに
十分なものであるよう選択することができる。これに対応して、カラーフィルタ８は、こ
れを通る周波数が前景２に生じる色を表示するのに十分なものであるよう選択することが
できる。このようにして、画像センサの生成する画像を修正することなくさらに使用する
ことができる。しかし、画像センサの記録する画像においては、フィルタ８があるために
、色ずれが生じた場合にはこれを修正する前景の色の修正も常に行うことができる。
【００７２】
　図５は、本発明による方法を実施する更なる構成を示す。コーディングのために、背景
は例えば紫外線放射又は赤外線放射であり得る不可視放射１０を放射する。ここでは、カ
メラ１の画像センサの前あるいはレンズ１ａの前に平面変換装置１１を配置する。この変
換装置１１は、例えば蛍光性又はリン光性の領域において、変換装置に衝突する放射を通
過させ、前記領域に備わった要素１５によって、不可視放射１０を可視光１３に変換する
。変換装置１１の表面に均一に、そして詳細にはグリッド状に要素１５を配置して、可視
光１２については全ての領域において通過させ、不可視放射１０は可視光に変換すること
ができる。画像センサに衝突する放射は全て、変換装置１１を通過する。画像センサでは
、変化せずに装置を通過した光と、不可視放射１０が変換されることで生じた光１３が表
わされる。不可視放射１０は背景３から発するものであるため、カメラ１の画像センサは
背景３が撮像される場所に正確に光１３を記録する。装置１１によって生成された光１３
の色は、前景２に生じる色と区別できるように選択することが好ましい。生成された光１
３はマスクを形成し、このマスクを用いてキーイング処理で背景３を前景２と区別するこ
とができる。
【００７３】
　不可視放射を可視光１３に変換する要素１５が無向性の光１３を放射する場合には、レ
ンズ１４を各要素１５に割り当ててもよく、その際このレンズ１４は、背景３における画
像センサの視点からの無変換の光１３を表すように配置する。好ましくは、光ビーム路の
方向にのみ光を通過させるスクリーンを各要素に備えてもよい。
【００７４】
　図６は、本発明による方法を実行する更に可能な構成を示す。背景３は特定の偏光方向
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に偏向された光１６を放射する。カラーフィルタ１７と偏光フィルタ１８をカメラ１の画
像センサ前に配置するが、その通過方向は、背景が放射する光１６の偏向方向に対して垂
直となるようにする。回転偏光を用いる場合、回転の通過方向は偏光回転を補完するもの
となる。好ましくは、風景から発する光は、画像センサに衝突する前にまずカラーフィル
タ１７を、次に偏光フィルタ１８を通過する。この構成では、画像センサが記録する画像
において、背景はカラートーンを有さず暗く見える。これに対して、風景を直接見る人は
偏向された光１６を認識できるため、背景３は通常の色に見える。カラーフィルタ１７が
あるためにカメラ１の画像センサの生成する画像において前景２が有するカラートーンは
、画像信号４においてコンピュータでその後補正することができる。
【００７５】
　本実施形態の方法では、カラートーンを有さない暗画像成分、即ち背景３に由来する画
像成分がマスクを形成し、これによってキーイングを実行し、背景３を前景２と区別する
ことができる。
【００７６】
　図７は、本発明による方法を実施する更なる構成を示す。背景３は、実際の画像に加え
て、例えば紫外線放射又は赤外線放射等の不可視放射１０を放射する。本実施形態では画
像センサの前、好ましくはカメラ１の結像レンズシステム１ａの後方のビーム路の方向に
変換装置１９を配置することにより、背景３の可視画像を不可視光から生成することがで
きる。変換装置１９は、風景から光が画像センサに衝突するまでのビーム路に連続して配
置したビームスプリッタ２０と半透過性ミラー２１を備える。ビームスプリッタ２０は、
変換装置１９の画像センサ２２の方へ不可視光を少なくとも部分的に偏向させる。変換手
段２４は不可視放射１０から画像センサ２２によって生成された画像を記録し、画像ディ
スプレイ２３上に画像センサによって記録された画像に対応する可視光の画像を生成し、
従って不可視放射１０によって予め設定されていたパターンを正確に示す。画像ディスプ
レイの生成した画像は半透過性ミラー２１によって、風景から光がカメラ１の画像センサ
に衝突するまでのビーム路に混合され、カメラ１の画像センサによって生成される画像信
号において、キーイングマスクを生成するためのパターンとして作用し、これにより、前
景２をキーイングによって背景３と区別することができる。
【００７７】
　図８は、２つの相互補完関係にある干渉フィルタのスペクトルを上下に概略的に示して
いる。横軸に示す光の周波数は、図示した例における可視範囲を実質的にカバーするよう
意図している。同一の強度の図示した範囲の全ての周波数を含む白色光を干渉フィルタに
放射した場合の、対応する干渉フィルタを通過した光の強度を縦軸に示している。一定の
スペクトルの間隔で複数の範囲の可視光が干渉フィルタを通過することがわかる。両干渉
フィルタを通過する光の領域は、背景３又は前景２の全ての必要な色をそれらで構成でき
るよう選択することができる。図示した両干渉フィルタは相互補完関係にあるが、これは
、上の図面に示す干渉フィルタを通過するスペクトルの領域を、下の図面に示す干渉フィ
ルタが正確に除去し、上の干渉フィルタが除去する周波数は、下の干渉フィルタを正確に
通過するということを意味している。本発明による方法を可能にするためには、対応する
色成分をフィルタが完全に除去する必要はないと言うことができる。抑制でも十分である
。さらに、周波数範囲を図８に概略的に示すように相互に明確に分ける必要もない。異な
るフィルタを通過する範囲がある程度重複してもよい。
【００７８】
〔付記１〕
　電子カメラで記録した画像において風景の背景と前景とを区別する方法であって、
　前記背景は、前記背景を直接見る人物にとって画像が可視であるようなコーディングに
よってコード化した任意の画像を示し、
　前記背景は、前記カメラの画像を記録する画像センサの生成する信号において、前記コ
ーディングによってコード化されていない前記前景と区別される、方法。
〔付記２〕
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　前記コーディングは、画像を構成する周期的な一連の成分として前記画像を前記背景が
示すことを含み、前記画像の表示に影響を及ぼす少なくとも１つの撮像パラメータを各周
期において変更し、前記カメラの前記画像センサの露出を特定の成分の表示と同期して行
う、前請求項に記載の方法。
〔付記３〕
　コード化した画像を少なくとも１つの周期にわたって時間平均したものが前記画像に対
応する、前請求項に記載の方法。
〔付記４〕
　前記画像センサの記録サイクルの周期の長さは、前記成分の周期的な一連の表示の周期
の長さ以下である、前２つの請求項のうちの一項に記載の方法。
〔付記５〕
　前記コーディングは、前記画像の周期的に入れ替わる異なる成分を前記背景が表示する
ことを含み、各周期の前記成分が完全な画像を構成し、
　前記カメラが少なくとも１つの周期において、好適には各周期毎に前記成分のうちの１
つのみを記録するように、前記成分の表示を前記カメラの露出と同期させる、先行する請
求項のうちの一項に記載の方法。
〔付記６〕
　前記カメラの記録する前記成分は、キーイング、好適にはクロマキーによって前記前景
を前記背景と区別できるように選択され、
　キーイング、好適にはクロマキーによって前記画像センサの記録する画像において前記
背景を前記前景と区別する、前請求項に記載の方法。
〔付記７〕
　前記画像センサの記録する１周期の前記成分は、実質的に前記前景にはない色成分を増
大した状態で表示し、これに対応してその他の成分がこの色成分を減少した状態で表示す
ることで、これら成分が合わさって前記画像の色を構成する、前請求項に記載の方法。
〔付記８〕
　２つの成分が、前記カメラの露出周波数の２倍の周波数で交互に示される、請求項２か
ら７のうちの一項に記載の方法。
〔付記９〕
　前記画像の前記コーディングは、完全な画像を形成するべく１つの周期内で相互補完関
係にある周期的に入れ替わるパターンを前記背景が表示することを含み、前記周期的に入
れ替わるパターンによって前記画像センサの信号において前記背景が前記前景と区別され
る、
　ことを特徴とする先行する請求項のうちの一項に記載の方法。
〔付記１０〕
　前記画像センサの露出周波数と前記パターンの表示とを相互に同期することと、前記画
像センサの前記信号においてフーリエ変換を実行することの少なくとも一方を行い、前記
パターンを交互に表示する周波数によって前記背景を前記前景と区別する、前請求項に記
載の方法。
〔付記１１〕
　前記パターンは、好適には前記画像センサの走査方向において周期的な、数学的に識別
可能な構造で存在し、前記パターンは好適にはチェス盤パターンである、前２つの請求項
のうちの一項に記載の方法。
〔付記１２〕
　１つの周期の前記パターンの各々が、所定の領域において完全に光透過性又は自己発光
型でかつ、所定の領域において光透過性が低い若しくは１つの光に対する透過性が低い、
対応する光に対して不透過性である、又は対応する色においてより弱く照射する若しくは
全く照射しない、請求項９から１１のうちの一項に記載の方法。
〔付記１３〕
　前記コーディングは、少なくとも１つの可視スペクトル範囲、好適には相互に離間した
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少なくとも２つの可視スペクトル範囲から選択された色でのみ、前記背景が前記画像を表
示することを含み、前記背景から発する光が、前記画像センサに衝突する前に、カラーフ
ィルタ、好適には干渉フィルタを通過し、前記カラーフィルタがこれらの範囲の可視スペ
クトルを除去又は抑制し、その他の範囲の可視スペクトルは抑制せずに通過させる、請求
項１に記載の方法。
〔付記１４〕
　前記コーディングは、前記画像が背景上の色付きドットのグリッドで示されることを含
み、前記色付きドットはそれぞれ、それらを囲む前記背景と共に前記画像の色を構成し、
　前記画像センサの前にカラーフィルタが配置され、このカラーフィルタが前記色付きド
ットの色を抑制し、好適には前記背景の色は抑制せずに通過させ、前記背景の色における
キーイング、好適にはクロマキーを行うことによって、前記背景を前記前景と区別する、
請求項１又は１３に記載の方法。
〔付記１５〕
　前記色付きドットの色と前記背景の色が前記可視スペクトルの互いに重ならない部分を
形成し、好適には前記色付きドットの光が、前記背景から発する光を通過させない少なく
とも１つのスペクトルフィルタ、好適には干渉フィルタを通過し、前記画像センサの前に
配置された前記フィルタは、スペクトルフィルタ、好適には干渉フィルタであり、前記色
付きドットの前に配置された１つ又は複数の前記干渉フィルタと補完関係にある、前請求
項に記載の方法。
〔付記１６〕
　前記色付きドットが自己発光型であり、好適には発光ダイオードである、前２つの請求
項のうちの一項に記載の方法。
〔付記１７〕
　前記コーディングは、少なくとも１つの前記可視スペクトル範囲、好適には相互に離間
した少なくとも２つの前記可視スペクトル範囲から選択した色のみを前記背景が放射する
ことを含み、前記風景から発する光が前記画像センサに衝突する前にカラーフィルタを通
過し、前記カラーフィルタが、前記画像の前記色を選択した範囲の前記可視スペクトルを
抑制し、これらの範囲の間にある範囲の前記可視スペクトルは抑制せずに通過させ、前記
画像センサの前に配置した前記カラーフィルタによって抑制された範囲の前記スペクトル
に対するキーイングを行うことによって、前記背景を前記前景と区別する、請求項１又は
１３に記載の方法。
〔付記１８〕
　前記風景において前記前景の後ろでかつ前記画像の前に干渉フィルタが配置され、この
干渉フィルタが前記背景の色が選択された範囲ではない範囲の前記可視スペクトルを抑制
し、前記光が前記画像センサに衝突する前に通過する前記カラーフィルタは、前記干渉フ
ィルタと補完関係にある干渉フィルタである、前請求項に記載の方法。
〔付記１９〕
　前記コーディングは、前記背景が少なくとも１つの不可視スペクトル範囲の電磁放射を
放射する、通過させる、又は反射することを含み、前記画像センサの前に変換装置を配置
し、前記変換装置が前記不可視の電磁放射を可視光に変換し、これを前記画像センサが検
出する、請求項１に記載の方法。
〔付記２０〕
　前記変換措置が平面型であって、少なくともその表面の一部において、前記背景の放射
した、前記背景を通過した、又は前記背景の反射した前記不可視放射を可視光に変換し、
これを前記画像センサが検出し、
　前記変換された光に対するキーイングによって、前記背景を前記前景と区別する、請求
項１９に記載の方法。
〔付記２１〕
　前記フィルタは、その表面上に好適にはグリッド状に分布した蛍光性又はリン光性材料
のドットを有し、前記ドットが前記不可視放射によって励起されることで特定の波長にお
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いて発光し、さらに、好適にはレンズである装置を有し、これを前記ドットのそれぞれに
割り当てて、対応する前記蛍光性又はリン光性のドットを前記画像センサ上に結像する、
前請求項に記載の方法。
〔付記２２〕
　前記コーディングは、前記背景が１つの特定の偏光方向又は偏光回転のみに偏向された
光を放射又は反射することを含み、
　前記風景から発する光が、前記画像センサに衝突する前にカラーフィルタ及び偏光フィ
ルタを通過し、前記フィルタは前記背景から放射及び反射された偏光を除去するように配
向され、
　前記カラーフィルタのカラートーンを有さない、前記画像センサによって記録される前
記画像の暗領域にキーイングを行うことによって前記背景を前記前景と区別し、前記風景
から発する光が好適にはまず前記カラーフィルタを通過し、その後前記偏光フィルタを通
過する、請求項１に記載の方法。
〔付記２３〕
　前記風景から発する前記電磁放射が、前記画像センサに衝突する前、好適には前記カメ
ラの結像レンズシステムを通過した後に前記変換装置を通過し、変換装置は、前記不可視
の電磁放射を可視光に変換し、前記背景の位置において前記カメラの視点からの前記風景
へ前記可視光を混合する、請求項１９に記載の方法。
〔付記２４〕
　前記変換装置は、前記放射及び／又は前記不可視電磁放射の一部を変換器の方へ偏向す
るビームスプリッタを有し、前記変換器が、放射された前記電磁放射によって、前記背景
に対応する画像を、好適には部分的に透過性のあるミラーを介して前記画像センサ前の前
記ビーム路に混合する、前請求項に記載の方法。
〔付記２５〕
　前記画像の前記コーディングは、前記画像シーケンスにわたる振動を含み、前記前景を
前記背景と区別する際に前記振動を考慮する、先行する請求項のうちの一項に記載の方法
。
〔付記２６〕
　前記背景と前記前景を区別した後に、前記画像信号において前記前景を再構成する、先
行する請求項のうちの一項に記載の方法。
〔付記２７〕
　カメラのトラッキングを用いて前記画像を前記画像センサの前記画像内に位置づけ、か
つ／または、前記カメラのトラッキングが前記背景と前記前景の区別を補助する、先行す
る請求項のうちの一項に記載の方法。
〔付記２８〕
　風景の画像において背景を置き換える方法であって、先行する請求項のうちの一項に記
載の方法によって、前記背景を前景と区別し、前記背景を異なる背景と置き換える、方法
。
〔付記２９〕
　先行する請求項のうちの一項に記載の方法を実行することができる、少なくとも１つの
ディスプレイと少なくとも１つのカメラを備える電子表示システム。
【符号の説明】
【００７９】
　１　カメラ
　１ａ　結像レンズ
　２　前景
　３　背景
　４　画像信号
　５　画像分析／画像処理装置
　８、１７　カラーフィルタ
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　１８　偏光フィルタ
　２０　ビームスプリッタ
　１９　変換装置
　２４　変換手段
　２２　画像センサ
　

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月4日(2016.4.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子カメラで記録した画像において風景の背景と前景とを区別する方法であって、
　前記背景は、前記背景を直接見る人物にとって画像が可視であるようなコーディングに
よってコード化した任意の画像を示し、
　前記背景は、前記カメラの画像を記録する画像センサの生成する信号において、前記コ
ーディングによってコード化されていない前記前景と区別され、
　前記コーディングは、少なくとも１つの可視スペクトル範囲又は相互に離間した少なく
とも２つの可視スペクトル範囲から選択された色でのみ、前記背景が前記画像を表示する
ことを含み、前記背景から発する光が、前記画像センサに衝突する前に、カラーフィルタ
又は干渉フィルタを通過し、前記カラーフィルタがこれらの範囲の可視スペクトルを除去
又は抑制し、その他の範囲の可視スペクトルは抑制せずに通過させる、方法。
【請求項２】
　前記コーディングは、前記画像が背景上の色付きドットのグリッドで示されることを含
み、前記色付きドットはそれぞれ、それらを囲む前記背景と共に前記画像の色を構成し、
　前記画像センサの前にカラーフィルタが配置され、このカラーフィルタが前記色付きド
ットの色を抑制し又は前記背景の色は抑制せずに通過させ、前記背景の色におけるキーイ
ング又はクロマキーを行うことによって、前記背景を前記前景と区別する、請求項１に記
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載の方法。
【請求項３】
　電子カメラで記録した画像において風景の背景と前景とを区別する方法であって、
　前記背景は、前記背景を直接見る人物にとって画像が可視であるようなコーディングに
よってコード化した任意の画像を示し、
　前記背景は、前記カメラの画像を記録する画像センサの生成する信号において、前記コ
ーディングによってコード化されていない前記前景と区別され、
　前記コーディングは、前記画像が背景上の色付きドットのグリッドで示されることを含
み、前記色付きドットはそれぞれ、それらを囲む前記背景と共に前記画像の色を構成し、
　前記画像センサの前にカラーフィルタが配置され、このカラーフィルタが前記色付きド
ットの色を抑制し又は前記背景の色は抑制せずに通過させ、前記背景の色におけるキーイ
ング又はクロマキーを行うことによって、前記背景を前記前景と区別する、方法。
【請求項４】
　前記色付きドットの色と前記背景の色が前記可視スペクトルの互いに重ならない部分を
形成し、又は前記色付きドットの光が、前記背景から発する光を通過させない少なくとも
１つのスペクトルフィルタ若しくは干渉フィルタを通過し、前記画像センサの前に配置さ
れた前記フィルタは、スペクトルフィルタ又は干渉フィルタであり、前記色付きドットの
前に配置された１つ又は複数の前記干渉フィルタと補完関係にある、請求項２又は３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記色付きドットが自己発光型であり又は発光ダイオードである、請求項２から４のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記コーディングは、少なくとも１つの前記可視スペクトル範囲又は相互に離間した少
なくとも２つの前記可視スペクトル範囲から選択した色のみを前記背景が放射することを
含み、前記風景から発する光が前記画像センサに衝突する前にカラーフィルタを通過し、
前記カラーフィルタが、前記画像の前記色を選択した範囲の前記可視スペクトルを抑制し
、これらの範囲の間にある範囲の前記可視スペクトルは抑制せずに通過させ、前記画像セ
ンサの前に配置した前記カラーフィルタによって抑制された範囲の前記スペクトルに対す
るキーイングを行うことによって、前記背景を前記前景と区別する、請求項１に記載の方
法。
【請求項７】
　電子カメラで記録した画像において風景の背景と前景とを区別する方法であって、
　前記背景は、前記背景を直接見る人物にとって画像が可視であるようなコーディングに
よってコード化した任意の画像を示し、
　前記背景は、前記カメラの画像を記録する画像センサの生成する信号において、前記コ
ーディングによってコード化されていない前記前景と区別され、
　前記コーディングは、少なくとも１つの前記可視スペクトル範囲又は相互に離間した少
なくとも２つの前記可視スペクトル範囲から選択した色のみを前記背景が放射することを
含み、前記風景から発する光が前記画像センサに衝突する前にカラーフィルタを通過し、
前記カラーフィルタが、前記画像の前記色を選択した範囲の前記可視スペクトルを抑制し
、これらの範囲の間にある範囲の前記可視スペクトルは抑制せずに通過させ、前記画像セ
ンサの前に配置した前記カラーフィルタによって抑制された範囲の前記スペクトルに対す
るキーイングを行うことによって、前記背景を前記前景と区別する、方法。
【請求項８】
　前記風景において前記前景の後ろでかつ前記画像の前に干渉フィルタが配置され、この
干渉フィルタが前記背景の色が選択された範囲ではない範囲の前記可視スペクトルを抑制
し、前記光が前記画像センサに衝突する前に通過する前記カラーフィルタは、前記干渉フ
ィルタと補完関係にある干渉フィルタである、請求項６又は７に記載の方法。
【請求項９】
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　電子カメラで記録した画像において風景の背景と前景とを区別する方法であって、
　前記背景は、前記背景を直接見る人物にとって画像が可視であるようなコーディングに
よってコード化した任意の画像を示し、
　前記背景は、前記カメラの画像を記録する画像センサの生成する信号において、前記コ
ーディングによってコード化されていない前記前景と区別され、
　前記コーディングは、前記背景が少なくとも１つの不可視スペクトル範囲の電磁放射を
放射する、通過させる、又は反射することを含み、前記画像センサの前に変換装置を配置
し、前記変換装置が前記不可視の電磁放射を可視光に変換し、これを前記画像センサが検
出する、方法。
【請求項１０】
　前記変換措置が平面型であって、少なくともその表面の一部において、前記背景の放射
した、前記背景を通過した、又は前記背景の反射した前記不可視放射を可視光に変換し、
これを前記画像センサが検出し、
　前記変換された光に対するキーイングによって、前記背景を前記前景と区別する、請求
項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フィルタは、その表面上に蛍光性若しくはリン光性材料のドット、又はその表面上
にグリッド状に分布した蛍光性若しくはリン光性材料のドットを有し、前記ドットが前記
不可視放射によって励起されることで特定の波長において発光し、これを前記ドットのそ
れぞれに割り当てて、対応する前記蛍光性又はリン光性のドットを前記画像センサ上に結
像する、請求項１から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　電子カメラで記録した画像において風景の背景と前景とを区別する方法であって、
　前記背景は、前記背景を直接見る人物にとって画像が可視であるようなコーディングに
よってコード化した任意の画像を示し、
　前記背景は、前記カメラの画像を記録する画像センサの生成する信号において、前記コ
ーディングによってコード化されていない前記前景と区別され、
　前記コーディングは、前記背景が１つの特定の偏光方向又は偏光回転のみに偏向された
光を放射又は反射することを含み、
　前記風景から発する光が、前記画像センサに衝突する前にカラーフィルタ及び偏光フィ
ルタを通過し、前記フィルタは前記背景から放射及び反射された偏光を除去するように配
向され、
　前記カラーフィルタのカラートーンを有さない、前記画像センサによって記録される前
記画像の暗領域にキーイングを行うことによって前記背景を前記前景と区別し、前記風景
から発する光が前記偏光フィルタを通過し、又は前記風景から発する光が前記カラーフィ
ルタを通過してその後に前記偏光フィルタを通過する、方法。
【請求項１３】
　前記風景から発する前記電磁放射が、前記画像センサに衝突する前又は前記カメラの結
像レンズシステムを通過した後に前記変換装置を通過し、変換装置は、前記不可視の電磁
放射を可視光に変換し、前記背景の位置において前記カメラの視点からの前記風景へ前記
可視光を混合する、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記変換装置は、前記放射及び／又は前記不可視電磁放射の一部を変換器の方へ偏向す
るビームスプリッタを有し、前記変換器が、放射された前記電磁放射によって、前記背景
に対応する画像を、部分的に透過性のあるミラーを介することなく又は部分的に透過性の
あるミラーを介して前記画像センサ前の前記ビーム路に混合する、請求項１から１２のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記画像の前記コーディングは、前記画像シーケンスにわたる振動を含み、前記前景を
前記背景と区別する際に前記振動を考慮する、請求項１から１４のいずれか一項に記載の
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方法。
【請求項１６】
　前記背景と前記前景を区別した後に、前記画像信号において前記前景を再構成する、請
求項１から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　カメラのトラッキングを用いて前記画像を前記画像センサの前記画像内に位置づけ、か
つ／または、前記カメラのトラッキングが前記背景と前記前景の区別を補助する、請求項
１から１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　風景の画像において背景を置き換える方法であって、請求項１から１７のいずれか一項
に記載の方法によって、前記背景を前景と区別し、前記背景を異なる背景と置き換える、
方法。
【請求項１９】
　請求項１から１８のいずれか一項に記載の方法を実行することができる、少なくとも１
つのディスプレイと少なくとも１つのカメラを備える電子表示システム。
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